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セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
り
一

層
の
普
及
・
振
興
・
発
展
の
た
め
に
、

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
セ
ー
リ
ン
グ
を
行
う

セ
ー
ラ
ー
の
セ
ー
リ
ン
グ
ス
キ
ル
と
人

間
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー

ツ
・
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
ー
を
向
上
さ

せ
る
。

　

東
京
２
０
２
０
に
向
け
、
今
ま
で

セ
ー
リ
ン
グ
に
関
わ
り
の
な
か
っ
た

人
々
に
対
し
て
も
、
広
く
セ
ー
リ
ン

グ
の
魅
力
に
つ
い
て
普
及
・
啓
発
し
、

安
全
で
快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
レ

ジ
ャ
ー
と
し
て
セ
ー
リ
ン
グ
を
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
、
セ
ー
リ
ン
グ
お
よ
び

J
‌S
A
F
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

個
人
・
企
業
・
団
体
を
拡
大
す
る
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
に
向

け
た
選
手
強
化
は
も
と
よ
り
、
次
世
代

を
担
う
選
手
、
そ
れ
に
関
係
す
る
指
導

者
や
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
パ
ラ
ワ
ー
ル
ド
開
催
成
功
に
向
け

て
、
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
・
シ
リ

－

ズ
な
ど
レ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
運
営
に
か
か
わ
る
人
材
の
確

保
と
育
成
を
図
る
。

　

W
orld S

ailing

の「
持
続
可
能
性

ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
３
０
」
に
連
動
し
、

日
本
セ
ー
リ
ン
グ
界
の
持
続
可
能
性
活

動
を
開
始
す
る
。

【2019年度 JSAF実行計画】

【2019年度 JSAF基本方針】

メッセージ

❶ セーリングスポーツの普及、発展と安全確保

① JSAF 主催大会の確実なる成功
② 国際ルールの国内における維持および管理
③ レースオフィシャルズの養成による国内大会の質の維
　 持・向上
④ 選手と共に成長し続ける指導者の育成
⑤ アンチ・ドーピング（AD）活動の推進
⑥ スポーツ・インテグリティーの向上
⑦ セーフティーセーリングの推進
⑧ 外洋レース、大型艇レースの活性化
⑨ 障がい者セーリングの普及・推進
⑩ セーリングファンの開拓	

❷ 東京 2020 に向けた選手の更なる国際競争力の強化

① ナショナルチーム（選手・コーチ・スタッフ）の強化

② ジュニア・ユースセーラーへの幅広い活動支援
③ オリンピックテストイベント、ワールドカップシリーズ、   
　  各種国際大会の成功

❸ メンバーや加盟の団体サポートのための組織強化と人材育成

① 公益財団法人としてのガバナンスの強化、社会規範や
　 コンプライアンスの順守
② 加盟団体 / 特別加盟団体と一体になったビジョン / 中
　 長期計画の策定
③ 情報システムのセキュリティー対策
④ 会員管理システムのサービス向上
⑤ セーリングスポーツを支える委員会活動の活発化
⑥ セーリングスポーツを支えるサポート企業・団体・会 
　 員の開拓
⑦ セーリングスポーツに関わる国際人の養成

J
S
A
F
は

セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
が

次
世
代
ま
で

発
展
す
る
よ
う
に

会
員
の
皆
さ
ま
の
た
め
に

加
盟
の
団
体
と
と
も
に

活
動
し
ま
す
。
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「
明
ら
か
に
変
わ
っ
た
」
と
い
う
印
象
を
与

え
た
の
が
今
年
の
ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
の
来
場
が
例
年
に
な
く
増
え
た
の

だ
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
独
自
の
集
計
で
は
最
終
日
の
３

月
10
日
に
は
子
ど
も
だ
け
で
２
０
０
人
以
上
が

セ
ー
リ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
を
訪
れ
、
４
日
間
の
総

計
で
推
計
２
５
０
０
人
に
な
ろ
う
か
と
い
う
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
、
ブ
ー
ス
内
の
ア
チ
コ
チ
で
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
セ
ー
リ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
は
３
年
前
か
ら
徐
々

に
進
化
し
て
き
た
。
セ
ー
リ
ン
グ
業
界
の
メ
ー

カ
ー
や
ベ
ン
ダ
ー
の
有
志
た
ち
が
「
東
京
五
輪

の
影
響
で
２
０
２
０
年
ま
で
は
盛
り
上
が
る
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
以
降
の
セ
ー
リ
ン
グ
界
は
ど
う

な
る
の
か
」
と
危
機
感
を
抱
き
、「
協
業
し
て

ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
を
活
性
化
さ
せ
、
普
及
に
つ
な

げ
よ
う
」
と
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
提
案
し
た
の
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。

　
今
年
の
準
備
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
Ｊ
Ｓ
Ａ

Ｆ
は
「
キ
ッ
ズ
か
ら
セ
ー
リ
ン
グ
を
」
を
テ
ー

マ
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
。
事
前
に
千
葉
県
、

東
京
都
、
神
奈
川
県
の
学
校
、
県
や
市
の
施
設

に
６
万
枚
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
配
布
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
親
子
に
招
待
状
を
配
布
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
、
ウ
ェ
ブ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
事
前
告
知
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

　
会
場
に
は
Ｏ
Ｐ
級
や
ハ
ン
ザ
３
０
３
の
小
型

デ
ィ
ン
ギ
ー
を
置
き
、
子
ど
も
を
乗
せ
て
ス

タ
ッ
フ
が
後
ろ
か
ら
押
し
て
ブ
ー
ス
を
ミ
ニ

ク
ル
ー
ズ
、
舵
を
押
し
た
り
引
い
た
り
し
て
ス

キ
ッ
パ
ー
気
分
を
味
わ
っ
た
。
さ
ら
に
小
さ
な

子
ど
も
に
は
、
ヨ
ッ
ト
の
塗
り
絵
や
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
を
準
備
し
、
身
近
に
ヨ
ッ
ト
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
中
古
セ
ー
ル
を
活
用
し
て
バ
ッ
グ
を

作
る
リ
セ
ー
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ワ
ー
を

競
う
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
も
例
年

以
上
に
人
気
を
博
し
、
子
ど
も
向
け
だ
け
で
は

な
い
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
準
備
さ
れ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
ブ
ー
ス
と
な
っ
た
が
、
す

べ
て
が
セ
ー
リ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
実
行
委
員
会
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
し
た
も
の
だ
。

　
一
方
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
が

「
五
輪
応
援
」。

　
例
年
行
っ
て
い
る
４
７
０
級
の
実
艇
の
展
示

に
加
え
て
、
実
物
の
メ
ダ
ル
（
ア
ト
ラ
ン
タ
五

輪
の
銀
メ
ダ
ル
、
ア
テ
ネ
五
輪
の
銅
メ
ダ
ル
、

４
７
０
級
世
界
選
手
権
の
金
メ
ダ
ル
、
銀
メ
ダ

ル
、ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
金
メ
ダ
ル
）
を
展
示
。

そ
の
横
に
は
メ
ダ
ル
の
レ
プ
リ
カ
と
表
彰
台
を

設
置
し
、
メ
ダ
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
を
疑
似
体
験
で

き
る
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
つ
く
っ
た
。
ま

た
、
あ
た
か
も
ト
ラ
ピ
ー
ジ
ン
グ
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
撮
影
で
き
る
ブ
ー
ス
も
用
意
し
、
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
た
。

　
加
え
て
、
２
人
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
（
北
京
五

輪
の
加
原
（
旧
姓
鎌
田
）
奈
緒
子
さ
ん
、
ロ
ン

ド
ン
五
輪
の
原
田
龍
之
介
さ
ん
）
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
実
施
し
、
来
場
者
に
五
輪
の
開
催

情
報
を
伝
え
た
。
４
７
０
級
で
の
ト
ラ
ピ
ー
ズ

実
演
は
注
目
を
集
め
た
。

　
さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
来
場

者
数
が
増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
普
及
に

つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
推
進
役
を
担
っ
た
川
北
達
也
Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｆ
専
務
理
事
は
、「
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒

に
楽
し
め
る
体
験
型
ブ
ー
ス
を
拡
充
す
る
だ
け

で
な
く
、
他
の
時
期
の
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
を

深
め
て
、
多
く
の
人
が
、
気
が
つ
い
た
ら
セ
ー

リ
ン
グ
を
始
め
て
い
た
り
、
応
援
し
た
り
し
て

い
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
」
と
来
年
へ
向
け
て

意
気
込
み
を
見
せ
た
。

　
今
年
の
セ
ー
リ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
を
訪
れ
た
子

ど
も
た
ち
が
、
海
ま
で
来
て
、
セ
ー
ル
ボ
ー
ト

に
乗
っ
て
く
れ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ

ン
す
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
。
来
年
も
ボ
ー

ト
シ
ョ
ー
会
場
を
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
満
た

し
た
い
も
の
だ
。（
レ
ポ
ー
ト
／J-SAILIN

G

編
集
部
、
写
真
／
濱
谷
幸
江
）

 
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
２
０
１
９

セ
ー
リ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
は

 
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で

 

あ
ふ
れ
て
い
た

JSAFはジャパンインターナショナルボートショー2019（3月7日～10日、横浜市・パシフィコ横浜）の
セーリングビレッジに協力し、プロモーションブースを出展した。

JSAFの今年のテーマは「キッズからセーリングを」と「五輪応援」の二本柱だった。
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の‌

セ
ー
リ
ン
グ
デ
ィ
ン
ギ
ー

　
ハ
ン
ザ
ク
ラ
ス
と
は
、
誰
も
が
セ
ー
リ

ン
グ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
の
ク
リ
ス
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
が

１
９
９
０
年
代
に
考
案
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
セ
ー
リ
ン
グ
デ
ィ
ン
ギ
ー

で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
そ
し
て
障
が

い
者
ま
で
難
し
い
練
習
な
し
に
乗
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ラ
ン
ダ
）
が
リ
バ
テ
ィ
級
総
合
で
３
位
に

な
る
な
ど
、
誰
も
が
セ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し

む
ハ
ン
ザ
級
ら
し
さ
満
点
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
３
組
の
日
本
人
選
手

が
表
彰
台
に
上
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

高
校
３
年
生
の
中
山
由
菜
選
手
と
小
学
５

年
生
の
柴
田
紗
理
菜
選
手
組（
チ
ー
ム
重・

佐
賀
）
は
、
ハ
ン
ザ
３
０
３
級
ダ
ブ
ル
で

優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
右
足
の
膝
か
ら
下
が
義
足
の
丹

羽
巧
選
手
（
東
京
都
ヨ
ッ
ト
連
盟
）
は
、

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
パ
ラ
ワ
ー
ル

ド
の
雪
辱
を
誓
い
こ
の
大
会
に
出
場
、
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
ヨ
ッ
ト
部
に
入
っ
た
ば
か
り
の
大
学
１

年
生
の
時
に
頸け
い
つ
い椎

を
損
傷
す
る
事
故
に

遭
っ
た
青
野
鷹
哉
選
手
（
セ
イ
ラ
ビ
リ

テ
ィ
広
島
あ
び
の
会
）
は
、
日
本
人
と
し

て
初
め
て
リ
バ
テ
ィ
級
サ
ー
ボ
に
乗
り
銅

メ
ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
広
島
観
音
マ
リ
ー
ナ
の
目
の

前
の
海
域
で
行
わ
れ
、
防
波
堤
に
は
観
覧

席
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
期
間
中
、

の
べ
２
０
０
０
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
訪

れ
、
カ
ラ
フ
ル
な
セ
ー
ル
が
特
徴
の
ハ
ン

ザ
級
の
レ
ー
ス
を
観
戦
し
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。（
レ
ポ
ー
ト
／
西
朝
子
）

　
重
量
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
ボ
ー
ド
搭
載
で

安
定
性
が
非
常
に
高
く
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
内

に
設
置
さ
れ
た
ハ
ン
モ
ッ
ク
状
の
シ
ー
ト

に
深
く
腰
掛
け
る
こ
と
で
海
へ
の
転
落
リ

ス
ク
を
大
幅
に
減
ら
し
て
い
ま
す
。
舵
は

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
操
作
し
、
電
動
サ

ポ
ー
ト
を
利
用
す
れ
ば
重
度
の
障
が
い
者

で
も
操
船
が
可
能
で
す
。
ま
た
セ
ー
ラ
ー

が
２
人
、
シ
ー
ト
に
並
ん
で
座
る
こ
と
も

で
き
る
た
め
、
健
常
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
受

け
や
す
い
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　
今
大
会
で
は
参
加
選
手
の
約
８
割
が
何

ら
か
の
障
害
の
あ
る
選
手
で
し
た
が
、
付

き
添
い
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や
広
島
市
内
に
あ

る
医
療
系
専
門
学
校
の
生
徒
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
多
数
参
加
し
て
サ
ポ
ー
ト
態

勢
を
整
え
た
こ
と
で
、
無
事
に
大
会
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
の
３
選
手
が
表
彰
台
に
上
る

　
レ
ー
ス
は
ハ
ン
ザ
２・３
級
シ
ン
グ
ル
、

ハ
ン
ザ
３
０
３
級
シ
ン
グ
ル
、
ハ
ン
ザ

３
０
３
級
ダ
ブ
ル
、
リ
バ
テ
ィ
級
の
四
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

リ
バ
テ
ィ
級
に
は
重
い
障
害
の
あ
る
選
手

用
に
電
動
サ
ポ
ー
ト
機
能
が
装
備
さ
れ
た

サ
ー
ボ
艇
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
サ
ー
ボ
艇

に
乗
る
ヴ
ェ
ラ･

ボ
ー
バ
ッ
ハ
選
手
（
オ

2018年10月12〜18日、日本初、アジアでも初開催となる
「ハンザクラスワールド＆インターナショナルチャンピオンシップス」
（広島市・広島観音マリーナ）が開催されました。
この大会には世界24カ国から185人の選手にそのサポーター、
さらにボランティアを含む約400人の運営人員が参加し、1週間にわたる大会に臨みました。

■最終成績
ハンザ 2.3 級シングル
1 位 : クリス・ルストン（オーストラリア）
2 位 : リンジー・バーンズ（イギリス）
3 位 : ニール・ロスソーン（オーストラリア） 
ハンザ 303 級シングル
1 位 : ビュートル・チホスキー（ポーランド）
2 位 : クリストファー・シモンズ（オーストラリア） 
3 位 : 丹羽巧（東京都ヨット連盟） 
ハンザ 303 級ダブル
1 位 : 中山由菜 / 柴田紗理菜（チーム重）
2 位 : マイケル・ダービー / クリストファー・シモンズ

（オーストラリア）
3 位 : パトリック・マウロー / クリスチャン・ヒーレオー

（スイス） 
リバティ級
1 位 : ボブ・シャヒンガー（オーストラリア） 
2 位 : ジェラール・エッシェン（フランス）
3 位 : ヴエラ・ボーバッハ（オランダ） 
リバティ級サーボ
1 位 : ヴィラ・ボーバッハ（オランダ）
2 位 : ハネケ・デーネン（オランダ）
3 位 : 青野鷹哉（セイラビリティ広島あびの会） 

誰もがセーリングを楽しめる国際大会
ハンザクラスワールド＆インターナショナルチャンピオンシップス

24カ国から185選手が集まった（photo by Adamo Aono）

参加者集合！ハンザワールドを満喫しました（photo by Hozumi Tanaka）

ハンザ 303 級シングルでは丹羽選手が３位に
（photo by Hozumi Tanaka）

ハンザ 303 級ダブルで優勝した中山／柴田組
（photo by Hozumi Tanaka）

リバティ級サーボクラスの表彰式。3位は青野選手
（photo by Hozumi Tanaka）
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レ
ー
ス
の
醍
醐
味

　
〈1122TREKKEE

〉
チ
ー
ム
は
ア
マ

チ
ュ
ア
チ
ー
ム
と
し
て
毎
回
、
沖
縄
〜
東

海
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
の
沖
縄
〜
東

海
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
は
４
月
29
日
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
レ
ー
ス
は
沖
縄
本
島
西
側
の
宜
野

湾
港
マ
リ
ー
ナ
を
ス
タ
ー
ト
し
、
伊
是
名

島
を
通
過
、
沖
永
良
部
島
を
さ
ら
に
北
上

し
、
奄
美
大
島
あ
た
り
で
喜
界
島
の
西
側

(

奄
美
大
島
と
の
間)

ま
た
は
東
側
を
航

行
す
る
か
で
そ
の
後
の
レ
ー
ス
展
開
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

　
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
過
去
の
レ
ー
ス
で

奄
美
大
島
の
西
側
、
喜
界
島
と
の
間
、
喜

界
島
の
東
側
を
通
過
し
ま
し
た
が
、
結
果

は
そ
の
都
度
に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
外
洋
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
限
ら
ず
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
で
は
ど
の
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
か

に
際
し
て
風
や
潮
、気
象
の
変
化
を
解
析

す
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、メ
ン
タ
ル
面
も

大
き
く
左
右
す
る
あ
た
り
が
醍だ
い
ご
み

醐
味
で
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
り
が
た
さ

　
外
洋
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
に
は
乗
員
は

休
暇
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
な
り

の
努
力
を
要
し
ま
す
。
一
方
、
レ
ー
ス
を

運
営
す
る
側
も
準
備
段
階
を
含
め
る
と
多

大
な
労
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
プ
レ
ー

ヤ
ー
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ま

で
が
レ
ー
ス
期
間
で
す
が
、
運
営
側
は

レ
ー
ス
の
企
画
・
立
案
・
許
可
申
請
・
募

集
・
海
上
運
営
・
レ
ー
ス
中
の
安
全
管
理
・

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー

等
々
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
レ
ー
ス
中
の
状

態
が
続
く
の
で
す
。

　
我
々
も
時
折
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
実
際
の

運
営
は
か
な
り
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を

要
し
ま
す
。
時
と
し
て
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
方

あ
る
よ
う
に
、
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
は
絶
え
ず

生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
ほ
ど
の
リ
ス
ク
と

隣
り
合
わ
せ
で
す
。
他
船
舶
と
の
接
触
・

浅
海
域
へ
の
座
礁
な
ど
は
単
に
参
加
ヨ
ッ

ト
の
損
害
の
み
な
ら
ず
乗
員
へ
の
身
の
危

険
も
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
デ
ィ

ス
マ
ス
ト
や
乗
員
の
ケ
ガ
や
突
然
の
発
病

等
々
、
想
定
さ
れ
る
危
険
を
数
え
上
げ
る

と
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ほ
ど
に
危
険
で
あ
る
こ
と
を
事
前

に
想
定
し
て
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
い
る

ヨ
ッ
ト
は
少
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
な
こ
と
に
わ
が
艇
は
こ
れ
ま
で
急

病
搬
送
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
船

に
は
A
E
D
を
搭
載
し
て
お
り
、定
期
的

に
救
急
安
全
講
習
会
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、レ
ー
ス
期
間
中
、万
々
が一の
こ
と
が

生
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
緊
急
連
絡
網

は
レ
ー
ス
ご
と
に
作
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
イ
ー
パ
ブ
装
置
な
ど
を
搭
載

し
て
い
る
た
め
、
遭
難
信
号
が
発
信
さ
れ

る
と
事
前
に
登
録
し
た
私
の
家
族
に
緊
急

の
連
絡
が
入
り
ま
す
。
連
絡
を
受
け
た
家

族
は
ク
ル
ー
の
家
族
や
レ
ー
ス
本
部
に

そ
の
事
実
を
伝
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

万
々
が
一
の
こ
と
で
す
が
ま
っ
た
く
可
能

性
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
者
、
ヨ
ッ

ト
レ
ー
ス
を
つ
く
り
上
げ
る
者
、
そ
し
て

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
携
わ
る
全
員
が
こ
の

レ
ー
ス
に
対
し
て
同
じ
思
い
が
あ
っ
て
初

め
て
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
が
成
り
立
つ
の
だ
、

と
い
う
こ
と
が
本
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
い

て
感
じ
る
こ
と
で
す
。

　
２
０
２
０
年
４
月
に
は
再
び
こ
の
レ
ー

ス
に
参
加
す
る
予
定
で
す
が
、
新
た
な
記

憶
を
刻
め
る
よ
う
に
練
習
を
日
々
重
ね
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
レ
ポ
ー
ト
／
新

田
肇
・〈1122TREKKEE

〉オ
ー
ナ
ー
、

photos by Kazi

）

が
気
持
ち
が
楽
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
正
直

な
感
想
で
す
。

　

沖
縄
〜
東
海
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
限
っ

て
も
、
ス
タ
ー
ト
と
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
は

７
０
０
マ
イ
ル
以
上
も
離
れ
て
お
り
、

レ
ー
ス
期
間
中
は
双
方
の
レ
ー
ス
本
部
を

維
持
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
は
最
初
の
艇
と
最
後
の
艇
で
は
何
十

時
間
も
差
が
出
て
し
ま
う
た
め
、
絶
え
ず

レ
ー
ス
海
域
の
安
全
の
確
保
に
努
め
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
実
務
は
「
大
変
」
と

い
う
一
言
で
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
で
す
。

　

当
然
、ス
タ
ー
ト
、フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
双

方
の
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
協
力
も
必
要
で

す
。
た
と
え
ば
、
本
レ
ー
ス
の
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
側
ホ
ス
ト
で
あ
る
ラ
グ
ナ
マ
リ
ー
ナ

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
に
は
、
レ
ー
ス
艇
が
い
つ

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
て
も
温
か
い
シ
ャ
ワ
ー

と
ビ
ー
ル
や
食
事
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後
の
温
か
い

シ
ャ
ワ
ー
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
く
、

心
の
こ
も
っ
た
食
事
は
レ
ー
ス
の
緊
張
を

一
気
に
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
外
洋
レ
ー

ス
の
醍
醐
味
の
一
つ
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

側
の
ホ
ス
ト
マ
リ
ー
ナ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
な
の
で
す
。

　
レ
ー
ス
中
は
「
な
ん
で
こ
ん
な
コ
ト
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
自
問
自
答
し
な

が
ら
時
を
過
ご
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を
受
け
る
と

そ
れ
ま
で
の
思
い
が
一
気
に
吹
き
飛
び
、

ま
た
次
の
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
こ
と
を
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
を‌

成
り
立
た
せ
る
思
い

　

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
は
個
人
競
技
で
は
な
く

団
体
競
技
で
す
。参
加
者
、運
営
者
、そ
れ

を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
え
て
く
だ
さ
る

方
々
の
究
極
の
団
体
競
技
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

「
板
子
一
枚
下
は
地
獄
」
と
い
う
言
葉
が

2018年の沖縄～東海ヨットレース（沖縄県宜野湾港マリーナ沖〜愛知県ラグナマリーナ沖、
およそ720マイル）に参加した〈1122TREKKEE〉オーナーの新田肇さんに
参戦記を寄稿していただいた。同艇はこれまで行われた本レースのすべてに参加している。

■成績
1 位　JOKER
2 位　1122TREKKEE
3 位　BITTER END
4 位　SEKITO
5 位　LADY KANON ６
6 位　MONDAY NIGHT

２年後、再びこのレースに
参加する予定です

2018 年沖縄～東海ヨットレース参戦記

総合優勝〈JOKER〉

ラインオナー〈 LADY KANON６〉

すべての沖縄〜東海レースに参加
している〈1122TREKKEE〉
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東京2020に向けて、
2019年度JSAFナショナルチーム

決定 !
いよいよ来年に迫った東京オリンピック。
2019年度のナショナルチームの陣容をご紹介します。

（photos by Sachie Hamaya）

470 級
男子

470 級
女子

RS:X
男子

470 級
男子

49er

ナクラ 17

レーザー
ラジアル

49er
FX

470 級
男子

470 級
女子

RS:X
女子

レーザー

470 級
男子

49er

フィン

49er
FX

磯崎哲也
（株式会社エス ･ ピー ･ ネットワーク）

吉田愛
（株式会社ベネッセホールディングス）

富澤慎
（トヨタ自動車東日本株式会社）

岡田奎樹
（トヨタ自動車東日本株式会社）

　高橋稜（レオ）
（The  University of Auckland）

飯束潮吹
（株式会社エス ･ ピー ･ ネットワーク）

土居愛実
（アビームコンサルティング株式会社）

波多江慶
（株式会社豊田自動織機）

高柳彬
（株式会社エス・ピー・ネットワーク）

吉岡美帆
（株式会社ベネッセホールディングス）

小嶺恵美
（愛媛県競技力向上対策本部・ジェイウィルコーポレーション）

瀬川和正
（米子産業体育館）

外薗潤平
（九州旅客鉄道株式会社）

小泉維吹
（早稲田大学）

畑山絵里
（株式会社エス ･ ピー ･ ネットワーク）

國米創
（株式会社 Eyevan）

板倉広佳
（株式会社豊田自動織機）

ナクラ 17



12J-SAILING VOL.114

念
願
の‌

ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
誕
生

　
２
０
１
８
年
８
月
に
行
わ
れ
た
オ
ー
フ

ス
世
界
選
手
権
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ク
ラ

ス
全
10
種
目
が
デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ー
フ

ス
に
集
ま
る
、
４
年
に
１
度
の
ワ
ー
ル
ド

セ
ー
リ
ン
グ
主
催
の
世
界
選
手
権
大
会

で
す
。
84
カ
国
、
９
２
２
艇
、
１
２
４
７

選
手
が
参
加
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

国
別
出
場
枠
が
か
か
っ
た
最
初
の
大
会

で
あ
り
、
各
国
と
も
力
の
入
る
も
の
で
し

た
。
日
本
か
ら
は
全
種
目
に
44
艇
、
66
人

の
選
手
が
参
加
し
、
コ
ー
チ
・
ス
タ
ッ
フ
を

加
え
る
と
総
勢
１
０
０
人
を
超
え
る
過
去

最
大
規
模
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
大
会
に
は
24
年
か
ら
五
輪
種
目
と
な
る

カ
イ
ト
ボ
ー
ド
も
含
ま
れ
、
日
本
か
ら
も

男
女
１
人
ず
つ
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
フ
ス
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
４
７
０
男

女
で
し
た
。
男
子
の
磯
崎
・
高
柳
組
が
銀

メ
ダ
ル
、
女
子
の
吉
田
・
吉
岡
組
が
念
願

の
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
座
に
輝
き

ま
し
た
。
ま
た
、
４
７
０
男
子
は
メ
ダ
ル

レ
ー
ス
に
３
艇
が
残
り
、
強
さ
が
本
物
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

４
種
目
で
金
メ
ダ
ル

　
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
代
表
選
手
は
オ
ー

フ
ス
か
ら
日
本
へ
帰
国
し
、
数
日
の
う
ち

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
移
動

し
、
各
国
１
艇
で
競
う
レ
ー
ス
に
臨
み
ま

し
た
。

　

４
年
前
の
韓
国
大
会
で
は
ワ
ー
ル
ド

セ
ー
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
か
ら
１
日
も
あ

け
ず
に
直
行
し
、
金
メ
ダ
ル
ゼ
ロ
と
い
う

厳
し
い
結
果
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の

反
省
を
も
と
に
、
今
回
は
準
備
を
周
到
に

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
６
月
の
ア
ジ
ア
選
手
権
（
プ
レ

大
会
）
に
向
け
て
競
技
艇
を
コ
ン
テ
ナ
で

輸
送
し
、
こ
の
レ
ー
ス
を
通
じ
て
現
地
の

情
報
を
得
て
、
本
番
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会

を
想
定
し
た
戦
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ア
ジ
ア
選
手
権
で
体
調
を

崩
し
た
経
験
を
い
か
し
、
ま
た
暑
熱
対
策

も
う
ま
く
い
き
、
短
い
準
備
期
間
で
や
る

べ
き
こ
と
に
集
中
で
き
、
オ
ー
フ
ス
で
の

活
躍
に
続
く
か
の
よ
う
に
４
７
０
男
女
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
年
前
の
大
会
で
ド
ン
シ
ャ
ン

選
手
（
中
国
）
と
の
一
騎
打
ち
と
な
っ
た

レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
女
子
の
土
居
愛
実
選

手
は
、
そ
の
戦
い
を
再
現
す
る
か
の
よ
う

な
戦
い
を
演
じ
、
毎
レ
ー
ス
の
１
点
を
確

実
に
積
み
上
げ
、
最
終
レ
ー
ス
を
待
た
ず

に
金
メ
ダ
ル
を
確
定
さ
せ
雪
辱
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
49‌

er
男
子
は
ア
ジ
ア
諸
国
が
急
激
に
力

を
つ
け
て
き
た
種
目
で
す
。
ア
ジ
ア
選
手

権
で
３
位
に
終
わ
っ
た
古
谷
・
八
山
組
は

ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
金
を
取
る
こ
と
だ
け

に
集
中
し
、
抗
議
で
つ
ぶ
し
合
う
他
国
に

絡
ま
ず
に
大
会
を
乗
り
切
り
、
最
終
レ
ー

ス
を
待
た
ず
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。
４
種
目
で
の
金
メ
ダ
ル
は
近
年
で
最

多
、
厳
し
い
条
件
の
中
で
選
手
が
よ
く

戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

若
い
チ
ー
ム
が
急
成
長

　
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
直
後
、
セ
ー
リ
ン

グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
第
１
戦
が

江
の
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
五
輪

を
目
指
す
44
カ
国
、
３
３
４
艇
、
４
６
４

選
手
が
集
ま
り
、
日
本
か
ら
は
44
艇
、
65

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
は
レ
ー
ス
運
営
側
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
本
番
を
想
定
し
て
の
準
備
が
始

ま
り
、
江
の
島
が
外
国
の
ハ
ー
バ
ー
で
は

な
い
か
と
見
間
違
え
る
く
ら
い
の
に
ぎ
や

か
さ
で
し
た
。

　
ア
ジ
ア
競
技
大
会
を
終
え
た
チ
ー
ム
は

３
大
会
連
戦
と
な
り
、
さ
す
が
に
疲
れ
が

見
え
て
い
ま
し
た
が
、
江
の
島
で
練
習
し

2019年
代表選考レースが
いよいよ始まる

世界選手権で初の優勝を果たした 470 女子の吉田愛・吉岡美帆組と470男子2位の磯崎哲也・高柳彬組（photo by Sailing Energy/World Sailing）
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て
い
た
チ
ー
ム
が
万
全
の
態
勢
で
大
活
躍

し
、４
７
０
男
子
は
岡
田・外
薗
組
が
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
初
優
勝
、
髙
山
・
今
村
組
も

３
位
で
表
彰
台
に
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た

吉
田
・
吉
岡
組
も
女
子
で
２
位
と
踏
ん
張

り
を
見
せ
ま
し
た
。
４
７
０
男
女
の
他
に

も
49‌

er
男
子
で
高
橋
・
小
泉
組
が
メ
ダ
ル

レ
ー
ス
に
残
り
、
若
い
チ
ー
ム
の
急
成
長

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
の
島
の
防
波
堤
か
ら
メ
イ
ン
セ
ー
ル

に
日
の
丸
を
つ
け
た
競
技
艇
が
出
て
い
く

の
を
見
て
、「
日
本
が
ん
ば
れ
！
」
と
声

援
し
て
く
れ
る
観
客
の
声
が
飛
び
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
雰
囲
気
を
想
像

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
岐
に
わ
た
る
練
習
活
動

　
江
の
島
で
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
、

４
７
０
男
女
と
Ｒ
Ｓ
：
Ⅹ
男
女
は
沖
縄
合

宿
が
始
ま
り
、
座
間
味
や
宜
野
湾
で
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
年
目
に
な
る
座
間
味
合
宿
は
「
ザ
・

合
宿
」
と
呼
べ
る
ほ
ど
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
、

セ
ー
リ
ン
グ
、
ル
ー
ル
を
含
む
座
学
、
と

選
手
を
追
い
込
む
合
宿
で
す
。
18
年
11
月

の
合
宿
に
は
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
か
ら

も
参
加
が
あ
り
、
19
年
１
月
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
第
２
戦
マ
イ
ア
ミ
大
会

で
優
勝
し
た
ス
ペ
イ
ン
チ
ー
ム
が
「
ザ
マ

ミ
、
サ
イ
コ
ー
！
」
と
叫
び
、
ま
た
同
大

会
で
市
野
・
長
谷
川
組
が
３
位
に
な
る
な

ど
、
座
間
味
で
の
成
果
を
見
せ
ま
し
た
。

　
沖
縄
合
宿
以
外
に
も
活
動
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
し
た
。

　
ラ
ジ
ア
ル
女
子
は
ア
ー
サ
ー
コ
ー
チ
の

い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
パ
ー
ス
を
拠
点

に
し
、
レ
ー
ザ
ー
男
子
は
マ
ル
タ
島
で

の
合
同
合
宿
や
ク
ロ
ア
チ
ア
で
の
練
習
。

ワ
ー
ル
ド
が
あ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
の
合

同
合
宿
が
企
画
さ
れ
て
い
る
Ｒ
Ｓ
：
Ⅹ
男

女
や
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ヴ
ィ
ラ
モ
ー
ラ
で

の
ス
キ
フ
と
マ
ル
チ
ハ
ル
の
練
習
や
レ
ー

ス
、
フ
ィ
ン
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
合
同

練
習
に
参
加
と
、
全
ク
ラ
ス
が
冬
場
も
レ

ベ
ル
の
高
い
練
習
を
求
め
て
海
外
へ
出
て

い
ま
し
た
。

　
ユ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
の
ラ
ジ
ア
ル
男
子
８

位
と
活
躍
し
た
鈴
木
義
弘
選
手
は
レ
ー

ザ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
上
が
り
、
全
日
本

で
優
勝
し
た
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
選
手
権
で
「
あ
い
つ
は
誰
だ
？
」
と

オ
ー
ジ
ー
達
が
目
に
と
め
る
衝
撃
の
シ
ニ

ア
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。今
後
、レ
ー

ザ
ー
の
代
表
選
考
で
台
風
の
目
に
な
り
そ

う
な
新
勢
力
で
す
。

　
厳
し
い
18
年
を
無
事
に
乗
り
切
り
、
目

標
と
し
て
い
た
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
19
年
は
代
表
選
考

レ
ー
ス
が
始
ま
り
、
早
い
ク
ラ
ス
は
７
月

に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
が
決
ま

り
ま
す
。

（
レ
ポ
ー
ト
／
齋
藤
愛
子
・
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
委
員
会
）

「オリ強」の2018年の活動
2018年はオーフス世界選手権とアジア競技大会という

二つの大きなレースを抱えた年でした。
しかもこの２大会が連続して開催されたため、

選手には厳しい状況となりましたが、
結果を出しました。

ワールドカップシリーズ江の島大会で優勝した 470 男子の岡田奎樹・外薗潤平組
（photo by Sailing Energy／ World Sailing）

アジア競技大会金メダルの 49er級の古谷信玄・八山慎司組（photo by Junichi Hirai） アジア競技大会金メダルの 470級男子の磯崎哲也（右）・高柳彬組（photo by Junichi Hirai）

アジア競技大会金メダルのレーザーラジアル級 土居愛実選手（photo by Junichi Hirai） アジア競技大会金メダルの 470級女子の吉田愛・吉岡美帆組（photo by Junichi Hirai）
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後
の
大
会
2
日
目
の
10
月
1
日
は
実
行
委

員
会
、
競
技
役
員
、
監
督
、
選
手
が
一
体

と
な
っ
て
早
朝
か
ら
レ
ー
ス
の
実
施
に
向

け
た
準
備
を
行
っ
た
。
レ
ー
ス
を
実
施
す

る
に
当
た
っ
て
、
レ
ー
ス
委
員
会
は
遅
れ

た
日
程
を
取
り
戻
す
た
め
に
同
一
艇
種
の

男
女
を
同
時
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
案
を
示

し
た
が
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
お
い
て

レ
ー
ス
委
員
会
と
監
督
・
選
手
が
話
し
合

い
を
行
っ
た
結
果
、
選
手
か
ら
の
希
望
が

多
か
っ
た
当
初
ど
お
り
の
男
女
別
で
の
ス

タ
ー
ト
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
午
後
か
ら

16
レ
ー
ス
を
実
施
し
た
。

　　
大
会
3
日
目
の
2
日
は
朝
か
ら
風
に
恵

ま
れ
順
調
に
25
レ
ー
ス
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
日
で
レ
ー
ス
が
終
了
す
る

男
子
種
目
と
国
体
Ｗ
Ｓ
級
の
6
種
目
は
4

ま
た
は
5
レ
ー
ス
が
成
立
し
た
。

　
大
会
最
終
日
の
10
月
3
日
は
朝
か
ら
の

微
風
の
中
で
出
艇
し
海
上
で
風
待
ち
を
し

た
が
、
安
定
し
た
風
が
吹
か
な
か
っ
た
た

め
レ
ー
ス
は
中
止
さ
れ
た
。

　
今
国
体
は
台
風
の
影
響
で
大
幅
な
日
程

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
早
め
早
め

に
判
断
し
大
会
関
係
者
に
周
知
す
る
と
と

も
に
万
全
な
対
策
を
行
っ
た
大
会
実
行
委

員
会
を
は
じ
め
、
大
会
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
少
し
で
も
多
く
の
レ
ー
ス
の
実
施

を
目
指
し
た
結
果
、
3
日
間
で
41
レ
ー
ス

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

運
営
艇
の
衝
突
事
故
が
発
生

　
一
方
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
が
、
国
体

期
間
中
に
運
営
艇
（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
）
に
報
道
艇
（
漁
船
）
が
衝
突
し
、
競

技
役
員
が
負
傷
し
、
運
営
艇
が
沈
没
す
る

と
い
う
国
体
で
前
例
の
な
い
重
大
な
事
故

が
発
生
し
た
。
こ
の
衝
突
事
故
に
関
し
て

は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
聞
き
取
り
調

査
に
加
え
て
、
海
上
保
安
庁
、
国
土
交
通

省
中
部
運
輸
局
、
運
輸
安
全
委
員
会
の
調

査
が
行
わ
れ
た
が
、
今
後
、
運
営
艇
の
安

全
運
航
に
関
し
て
万
全
な
体
制
を
再
確
認

す
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
な
お
、
今
国

体
で
は
報
道
艇
に
漁
船
を
使
用
し
て
い
た

が
、
漁
船
を
運
営
艇
と
し
て
使
用
す
る
場

合
に
は
目
的
外
使
用
に
な
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
今
後
は
国
体
だ
け
で
な
く
各
種
大

会
に
お
け
る
漁
船
の
使
用
に
は
注
意
が
必

要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

「
見
え
る
」、「
見
せ
る
」
に‌

積
極
的
に
取
り
組
む

　
今
国
体
で
は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供
の
ほ
か
、

観
覧
席
の
設
置
、
観
覧
艇
の
運
航
、
レ
ー

ス
風
景
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
放
映
、
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
セ
ー
リ
ン
グ

関
係
者
だ
け
で
な
く
会
場
に
来
場
し
た
観

客
に
も
「
見
え
る
」、「
見
せ
る
」
こ
と
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

さ
ら
に
、
今
国
体
で
も
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
郷
土
料
理
の
お
も
て

な
し
が
あ
り
、
ま
た
多
く
の
町
民
の
観
戦

が
あ
る
な
ど
心
温
ま
る
素
晴
ら
し
い
大
会

だ
っ
た
。
長
期
に
わ
た
り
大
会
の
準
備
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
浜
町
実
行
委

員
会
お
よ
び
福
井
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
、

大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
海

上
自
衛
隊
舞
鶴
警
備
隊
、
若
狭
高
浜
漁
業

協
同
組
合
、
若
狭
和
田
漁
家
組
合
、
若
狭

和
田
マ
リ
ー
ナ
オ
ー
ナ
ー
会
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
レ
ポ
ー
ト
／
黒
川
重
男
・
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
国

体
委
員
会
副
委
員
長
）

台
風
襲
来

　
今
大
会
は
猛
烈
な
台
風
24
号
が
競
技
会

初
日
の
9
月
30
日
に
福
井
県
に
接
近
す
る

予
想
だ
っ
た
た
め
、
計
測
前
日
の
9
月
27

日
の
時
点
で
大
幅
な
日
程
変
更
を
決
定

し
、
急
遽
27
日
か
ら
計
測
を
開
始
す
る
こ

と
と
し
た
。
28
日
は
引
き
続
き
計
測
と
29

日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
監
督
会
議
を
繰
り

上
げ
て
開
催
し
た
。
29
日
は
予
定
し
て
い

た
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
と
開
始
式
を
中
止

し
た
う
え
で
、
朝
か
ら
台
風
対
策
の
た
め

運
営
艇
の
移
動
や
テ
ン
ト
の
撤
去
な
ど
を

行
い
、
30
日
は
全
レ
ー
ス
を
2
日
目
以
降

に
延
期
し
台
風
に
備
え
た
。

3
日
間
で
41
レ
ー
ス
を
実
施

　
大
き
な
被
害
も
な
く
台
風
が
通
過
し
た

天皇杯は山口県、皇后杯は福井県が獲得
第 73 回国民体育大会「福井しあわせ元気国体 2018」セーリング競技会

第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体2018」セーリング競技会は
福井県高浜町の「若狭和田マリーナ特設セーリング会場」で開催され、
天皇杯（男女総合優勝）は2年ぶり10回目の山口県が、皇后杯（女子総合優勝）は開催県の福井県が初めて獲得した。

台風一過、絶好のコンディションでの A 海面のレース（photo by author）

 天皇杯（男女総合優勝）
を獲得した山口県

（photo by JSAF）
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「
東
京
２
０
２
０
参
画‌

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
第
１
号

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
外
洋
艇
推
進
グ
ル
ー
プ
は
、

２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
国
民
の
注
目
が

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
か
う

中
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
デ
ィ
ン

ギ
ー
セ
ー
ラ
ー
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、

全
国
に
向
け
て
セ
ー
リ
ン
グ
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
活
動
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
際
に
は
応
援
フ
ラ
ッ
グ
を
作

り
、
多
く
の
ヨ
ッ
ト
マ
ン
が
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
方
式
で
日
本
の
海
岸
線
を
一
周
し
た
こ

と
に
な
ら
い
、
母
国
開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
是
非
こ
の
方
式
で
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
思
い
立
っ
た
の
が
２
０
１
７
年
１
月
下

旬
の
こ
と
で
し
た
。

　
企
画
を
練
り
、
実
施
に
向
け
て
下
準
備

を
す
る
中
で
、
こ
の
活
動
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
の
「
東
京
２
０
２
０
参
画
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
第
１
号
と
し
て
認
可
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
活
動
に
い
っ
そ
う
の
推
進

力
が
加
わ
り
ま
し
た
。

し
た
。
前
夜
祭
で
は
宜
野
湾
市
長
は
じ
め

多
く
の
人
々
が
フ
ラ
ッ
グ
に
寄
せ
書
き
を

し
ま
し
た
（
フ
ラ
ッ
グ
１
）。

　
そ
し
て
翌
日
、
参
加
艇
に
フ
ラ
ッ
グ
を

掲
げ
て
パ
レ
ー
ド
を
し
た
後
、
宜
野
湾
市

沖
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
レ
ー

ス
艇
に
搭
載
さ
れ
た
フ
ラ
ッ
グ
は
三
河
湾

の
蒲
郡
市
ま
で
運
ば
れ
、
そ
の
後
パ
ー
ル

レ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
地
で
あ
る
三
重
県
南

伊
勢
町
か
ら
、
パ
ー
ル
レ
ー
ス
参
加
艇
に

よ
っ
て
江
の
島
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
フ
ラ
ッ
グ
２
」は
種
子
島
カ
ッ
プ
ヨ
ッ

ト
レ
ー
ス
（
4
月
29
日
ス
タ
ー
ト
）
の
西

之
表
市
を
皮
切
り
に
、
九
州
一
周
、
沖
縄

バ
ー
ジ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一

度
鹿
児
島
に
戻
っ
た「
フ
ラ
ッ
グ
２
」は
、

鹿
児
島
～
石
垣
島
～
基
隆
（
台
湾
）
～
宮

古
島
～
久
米
島
～
宜
野
湾
～
奄
美
大
島

～
鹿
児
島
の
順
に
運
ば
れ
、
こ
こ
か
ら

九
州
一
周
の
旅
に
出
て
各
地
で
盛
大
な
歓

迎
を
受
け
な
が
ら
、
右
回
り
で
現
在
宮
崎

ま
で
到
達
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
フ
ラ
ッ
グ
３
」
は
函
館
か
ら

陸
路
秋
田
に
運
ば
れ
た
後
、
酒
田
、
新
潟

を
経
由
し
て
富
山
湾
に
入
り
、
能
登
半
島

を
回
っ
て
現
在
若
狭
和
田
ま
で
到
達
し
て

い
ま
す
。

　
「
フ
ラ
ッ
グ
４
」
は
琵
琶
湖
で
お
披
露

目
さ
れ
た
後
、
陸
路
で
敦
賀
ま
で
運
ば
れ

ま
し
た
。
２
０
１
９
年
2
月
現
在
は
こ
こ

ま
で
で
す
が
、
２
０
１
９
年
も
春
の
訪
れ

と
と
も
に
再
開
さ
れ
、
翌
年
は
い
よ
い
よ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

協
力
艇
、
募
集
！

　

今
後
の
予
定
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
最
終
的
に
は
全
国
を
回
っ
た
４
枚
の

フ
ラ
ッ
グ
を
な
る
べ
く
多
く
の
ヨ
ッ
ト

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
前
に
江
の
島
に
運

び
、
完
了
式
を
敢
行
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
完
了
式
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

レ
ー
ス
や
行
事
等
を
組
織
委
員
会
と
調

整
し
た
上
で
、
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
方
々
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
会
ま
で
の
間
、
残
る
未
走
破
部
分
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
ぜ
ひ
と
も
Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｆ
事
務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
レ
ポ
ー
ト
／
坂
谷
定
生
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
常
務

理
事
、
写
真
協
力
／
フ
ラ
ッ
グ
リ
レ
ー
寄

港
地
の
み
な
さ
ま
）

4
枚
の
フ
ラ
ッ
グ
で
リ
レ
ー

　
小
笠
原
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
前

日
に
開
催
さ
れ
た
前
夜
祭
に
は
地
元
の
村

長
は
じ
め
多
く
の
人
々
が
集
い
、
多
く
の

レ
ー
ス
参
加
者
が
寄
せ
書
き
用
の
フ
ラ
ッ

グ
に
サ
イ
ン
を
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　
翌
日
の
ス
タ
ー
ト
で
は
、
レ
ー
ス
艇
の

1
艇
が
「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
成
功
さ
せ
よ
う
！
」
の
フ
ラ
ッ
グ
を

掲
げ
て
岸
壁
か
ら
ス
タ
ー
ト
海
面
ま
で
パ

レ
ー
ド
し
、
そ
の
フ
ラ
ッ
グ
を
搭
載
し
て

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
の
三
崎
港
へ
向
け
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
終
了
後
、
三
崎
港
で
は
盛
大
に

フ
ラ
ッ
グ
の
引
き
継
ぎ
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
後
日
三
崎
港
を
出
発
し
た

レ
ー
ス
艇
や
各
地
の
大
型
ヨ
ッ
ト
に
よ
っ

て
フ
ラ
ッ
グ
は
引
き
継
が
れ
、
大
洗
、
い

わ
き
、仙
台
、青
森
、函
館
、室
蘭
と
リ
レ
ー

さ
れ
、
そ
の
後
函
館
ま
で
戻
り
２
０
１
７

年
の
リ
レ
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
は
新
た
に
２
枚
の
フ
ラ
ッ

グ
を
作
成
し
（
全
部
で
４
枚
と
な
る
）、

ま
ず
は
沖
縄
～
東
海
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
（
４

月
29
日
ス
タ
ー
ト
）で「
フ
ラ
ッ
グ
リ
レ
ー

２
０
１
８
」
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま

❶ 2018 年に沖縄をスタート
したフラッグ 1　❷沖縄～蒲郡
～南伊勢町を経て江の島に着
いたフラッグ１　❸フラッグ
2 は九州一周を続けています。

〈海漣〉艇上で子どもたちと　
❹新潟～富山～石川へ引き継
がれたフラッグ 3

2017年５月２日正午、晴天の中、新生「小笠原ヨットレース」
がスタートしました。それはまさに「2020年東京オリンピッ
ク応援フラッグリレー」の始まりでもあったのです。

協力艇
 募集！

2020年
東京オリンピック
応援フラッグリレー

（株）セイルス・バイ・ワッツ・ジャパン
本社ロフト

〒238-0233 神奈川県三浦市向ヶ崎町8-40
電話：046-882-5451 Fax：046-882-4319

関西営業所
〒662-0933 兵庫県西宮市西波止町1-2

マリンスクエア M-1
電話 & Fax：0798-23-6410

クァンタム・ジャパン
www.wattsmarine.jp

新規セイル、セイル修理、ロープ＆艤装品、
マストを含むリグメンテナンス等。

お気軽にご相談下さい。

・52 SUPER SERIES - 1,2

クァンタムは挑戦を続ける、

ワンデザインクラスでの勝率の高さ、

TP52シリーズに代表される開発力、

・Melges32 世界選手権 - 1 
・Farr 40 OD 世界選手権 – 1,2

他多数

・Maxi72 世界選手権 - 1

2018 レース結果

・Melges24 ヨーロッパ選手権 – 1 

・J/70 WINTER SERIES,E1 – 1 

・RC44 世界選手権 - 1

その評価はアメリカスカップへと繋がる。

・J/24 世界選手権 – 2 

・Melges20 WINTER SERIES,E2 – 1 
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は
じ
め
に

　
２
０
０
８
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が

「
ジ
ュ
ニ
ア
セ
ー
リ
ン
グ・シ
ー
マ
ン
シ
ッ

プ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
す
。
ご
存
じ
の
と
お

り
歴
代
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
選
手
（
Ｎ
Ｔ
）
を
コ
ー
チ
役
と
し

て
全
国
の
ジ
ュ
ニ
ア
セ
ー
ラ
ー
の
元
に
派

遣
し
て
き
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
当

時
の
私
は
こ
の
事
業
の
舵
取
り
役
（
委
員

長
）
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ー
マ

ン
シ
ッ
プ
の
意
味
を
明
確
に
理
解
し
て
い

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い

な
こ
と
に
有
能
な
仲
間
に
恵
ま
れ
、
私
自

身
、
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
勝
利
以
外

の
価
値
を
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
に
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

変
遷

　
現
在
は
コ
ー
チ
の
対
象
を
ユ
ー
ス
層
に

ま
で
広
げ
、「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
ア
カ

デ
ミ
ー
委
員
会
」
と
し
て
活
動
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
パ
イ
と
競
争
力

を
持
つ
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
セ
ー
ラ
ー
た
ち
を

長
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
、
セ
ー
リ
ン
グ

を
続
け
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

セ
ー
リ
ン
グ
は
楽
し
む
も
の

　

私
は
本
事
業
に
よ
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ー

コ
ー
チ
役
を
担
う
多
く
の
ト
ッ
プ
選
手
と

の
か
か
わ
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ど
の
コ
ー
チ
も
独
自
の
哲
学
と
個
性

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
共
通
す
る
の

は
セ
ー
リ
ン
グ
が
大
好
き
で
、
人
と
の
関

係
性
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

厳
し
い
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
必
要
な

要
素
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
コ
ー
チ
に
よ
っ
て
伝
え
方
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
コ
ー
チ
ン
グ
の
前
提
に
あ
る

の
は
「
セ
ー
リ
ン
グ
の
楽
し
さ
」
で
す
。

自
分
自
身
の
反
省
も
踏
ま
え
て
、
ア
カ
デ

ミ
ー
10
年
間
の
歩
み
の
中
で
、
時
に
ジ
ュ

ニ
ア
・
ユ
ー
ス
セ
ー
ラ
ー
た
ち
か
ら
も
気

づ
か
さ
れ
た
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

セ
ー
ラ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　
「
考
え
さ
せ
る
こ
と
」「
教
え
す
ぎ
な
い

こ
と
」「
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
」「
伝
え
る
言

語
を
持
つ
こ
と
」
等
々
、
こ
れ
ま
で
に
ア

カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
が
発
信
し
て
き
た
キ
ー

ワ
ー
ド
は
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
コ
ー

チ
の
視
点
で
集
約
す
る
と
、
セ
ー
ラ
ー
の

経
験
値
や
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
コ
ー
チ
ン

グ
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
期
に
は
親
や
コ
ー
チ
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
必
要
で
、
技
術
指
導
が
主
体
と

な
る
の
で
す
が
、
セ
ー
リ
ン
グ
の
場
合
は

そ
の
伝
え
方
が
難
し
く
、
風
や
潮
流
と

い
っ
た
自
然
現
象
に
し
て
も
セ
ー
ル
パ

ワ
ー
や
ヘ
ル
ム
と
い
っ
た
感
覚
に
し
て

も
、
目
に
見
え
な
い
事
柄
を
言
語
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
技
術
を
習
得

す
る
た
め
の
効
果
的
な
練
習
方
法
を
知
っ

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
・

ユ
ー
ス
期
に
練
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

な
る
目
標
設
定
や
課
題
認
識
を
セ
ー
ラ
ー

自
身
が
主
体
的
に
考
え
る
よ
う
に
導
く
に

は
高
い
コ
ー
チ
力
が
必
要
で
す
。
セ
ー

ラ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ

ど
に
技
術
力
に
加
え
て
人
間
力
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

あ
る
段
階
か
ら
は
、
技
術
指
導
等
の

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
が
過
ぎ
る
と
選
手
の
持
つ

「
考
え
る
力
」
や
「
発
想
力
」
を
奪
っ
て

し
ま
い
、
結
果
的
に
自
信
を
損
な
い
か
ね

ま
せ
ん
。
こ
の
段
階
に
な
る
と
セ
ー
ラ
ー

か
ら
コ
ー
チ
へ
の
要
求
も
高
度
に
な
り
、

コ
ー
チ
は
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
極
力
抑
え
る

代
わ
り
に
、
セ
ー
ラ
ー
の
状
態
を
よ
く
観

察
し
、
い
つ
で
も
セ
ー
ラ
ー
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
選
手

が
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
技
術
力
や

体
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
日
々
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
む
の
と
同
様
に
私
た
ち
指

導
者
も
情
報
を
更
新
し
、
コ
ー
チ
力
を

高
め
る
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
自
身

は
こ
の
よ
う
に
貴
重
な
学
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
２
０
１
８
年
度
は
、
愛
知
県
半
田
市
を

皮
切
り
に
全
国
12
都
市
で
全
16
回
の
ア
カ

デ
ミ
ー
事
業
を
展
開
し
、
延
べ
６
０
０
人

を
超
え
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
セ
ー
ラ
ー

と
そ
の
指
導
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

目
前
に
控
え
る
慌
た
だ
し
い
中
、
私
た
ち

の
活
動
に
賛
同
し
、
魅
力
的
な
コ
ー
チ
ン

グ
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
ア
カ
デ
ミ
ー

コ
ー
チ
の
皆
さ
ま
、
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
を

活
用
し
て
い
た
だ
く
中
で
貴
重
な
ご
意
見

や
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
全
国
の
指
導

者
・
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー

ス
ア
カ
デ
ミ
ー
委
員
会
と
し
て
学
び
を
得

な
が
ら
、
何
よ
り
セ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
よ
り
良
い
活
動
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
レ
ポ
ー
ト
／
中
村
公
俊　

ジ
ュ
ニ
ア
・

ユ
ー
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
委
員
会
委
員
長
）

４
２
０
級
と
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
が
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、国
体
種
目
と
し
て
採
用
さ
れ
、

世
界
へ
の
扉
も
大
き
く
開
か
れ
ま
し
た
。

シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ

　
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
と
は
何
な
の
か
？　

教
本
に
は「
航
海
術
に
優
れ
て
い
る
こ
と
」

と
あ
り
ま
す
。航
海
術
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
れ
が
「
セ
ー
リ
ン
グ
は
総
合
人
間
力
を

発
揮
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
わ
れ
る
理
由

で
す
。
私
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
競

技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
デ
ィ
ン
ギ
ー
レ
ー
ス

に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
間
は
な
か
な
か
実

感
で
き
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
誰
し

も
が
憧
れ
る
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
で
は
、

最
先
端
の
科
学
技
術
と
知
性
、
究
極
の

セ
ー
リ
ン
グ
技
術
と
人
間
離
れ
し
た
体
力

が
要
求
さ
れ
、
世
界
一
周
レ
ー
ス
で
は
さ

ら
に
粘
り
強
い
精
神
力
や
経
験
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
競
技
力
と
人
間
力
は
ス
ポ
ー

ツ
の
価
値
を
高
め
る
た
め
の
両
輪
で
す
。

も
っ
と
早
く
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
れ

ば
、
も
っ
と
自
分
の
人
生
を
俯ふ
か
ん瞰

す
る
こ

と
が
で
き
て
い
れ
ば
と
今
更
な
が
ら
に
悔

や
ま
れ
る
の
で
す
が
、
今
、
思
う
こ
と
は

コ
ー
チ
ン
グ
の
重
要
性
で
す
。

セーリングは
総合人間力を発揮する
スポーツです

ジュニアセーリング・シーマンシップアカデミー

ジュニア・ユースアカデミー委員会が発足して
10年目を迎えました。
発足当初はジュニアアカデミー委員会という名称で、
OP級を中心としたジュニア層の活動を
サポートする役割を担っていました。

広島を訪れた関一人コーチ

沖縄・宜野湾での後藤浩紀コーチ

青森市合浦での山本悟コーチ
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事
務
局
移
転
の
お
知
ら
せ

　

日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）

の
事
務
局
が
２
０
１
９
年
6
月
20
日
に
移

転
い
た
し
ま
す
。

　

移
転
先
は
、現
在
、建
設
中
の
「JA

P
A

N
 

S
P

O
R

T O
LY

M
P

IC
 S

Q
U

A
R

E

」
9
階

で
す
。
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会
式
が
行
わ
れ
る
新
国
立
競
技
場
に
隣

接
し
ま
す
。

■
新
住
所

〒
１
６
０-

０
０
１
３

東
京
都
新
宿
区
霞
ヶ
丘
町 

4
番 

2

号JA
P

A
N

 S
P

O
R

T
 O

L
Y

M
P

IC
 

S
Q

U
A

R
E

 9
F

（
と
う
き
ょ
う
と　

し
ん
じ
ゅ
く
く　

か
す

み
が
お
か
ま
ち
）

■
電
話
番
号
：
現
在
申
請
中
（
確
定
後
に

Ｈ
Ｐ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
公
表
い
た
し
ま
す
）

■
最
寄
り
駅

・
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線　

外
苑
前
駅
、
3

番
出
口
（
徒
歩
6
分
ほ
ど
）

・
Ｊ
Ｒ
中
央
・
総
武
線　

千
駄
ケ
谷
駅
（
徒

歩
10
分
ほ
ど
）

・
Ｊ
Ｒ
中
央
・
総
武
線　

信
濃
町
駅
（
〃
）

「
海
そ
の
愛
基
金
」
海
洋
環
境‌

ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

 

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
歌
手
の
加
山
雄
三
氏
と
協

力
し
て
「
海　

そ
の
愛
基
金
」
を
創
設
し
、

海
洋
環
境
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　

加
山
雄
三
さ
ん
は
、
地
球
規
模
で
進
む

海
洋
の
深
刻
な
汚
染
に
、
か
ね
て
心
を
痛

め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
海
を
愛

し
、
海
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
る
自
身
の

体
験
か
ら
、
今
こ
そ
、
自
身
で
な
す
べ
き

こ
と
と
し
て
、
海
洋
汚
染
の
現
実
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

や
若
者
た
ち
と
共
に
海
の
再
生
に
か
か
わ

る
活
動
を
始
め
た
い
と
希
望
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
加
山
雄
三
さ
ん
と
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ

は
基
金
を
つ
く
り
、
そ
の
基
金
を
活
用
し

て
海
洋
環
境
の
改
善
を
訴
え
、
ま
た
海
を

き
れ
い
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
始
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
山
雄
三
さ
ん
は
全
国
ツ
ア
ー
を
再
開

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ツ
ア
ー
会
場
で
も
海

洋
環
境
の
悪
化
と
海
の
再
生
の
必
要
性
を

ア
ピ
ー
ル
さ
れ
、
本
基
金
へ
の
募
金
を
呼

び
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

海
洋
環
境
ク

リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
①
海
を

再
生
す
る
、②
海
を

知
る
、
③
海
を
体

験
す
る
、を
柱
に
、

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
や
加
盟

団
体
・
特
別
加
団

体
が
協
力
し
て
活

動
を
進
め
ま
す
。

　

本
事
業
の
キ
ッ

ク
オ
フ
と
し
て
、

３
月
18
日
に
は
、

加
山
雄
三
さ
ん

を
委
員
長
と
す
る
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連

盟
の
「
海　
そ
の
愛
基
金　

海
洋
環
境
ク

リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
か
ら
本
格
的
な

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
４
年
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
外
洋
レ
ー
ス
の
採
用
が
決
定

　

２
０
１
８
年
11
月
のW

orld S
ailing

の
総
会
で
、
２
０
２
４
年
パ
リ
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
新
種
目
と
し
て
、
男
女
混
合

２
人
乗
り
外
洋
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
（M

ixed 
Tw

o P
erson K

eelboat O
ffshore

）
が

入
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
艇
種
は
未

定
で
す
。

　

日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
は
２
０
２
４
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
外
洋
レ
ー
ス
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
た
め
に
、
同
じ
形
式
で
行
わ

れ
る
２
０
１
９
年
の
外
洋
世
界
選
手
権

へ
の
選
手
派
遣
な
ど
、
準
備
を
進
め

ま
す
。

参
照
：W

orld S
ailing

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w

.sailing.org
/new

s/
88120.php#.X

E
5

dG
G

eP
6U

l

・
都
営
大
江
戸
線　

国
立
競
技
場
駅
（
〃
）

　

JA
P

A
N

 S
P

O
R

T
 O

L
Y

M
P

IC
 

S
Q

U
A

R
E

 

1
階
に
は
「
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
開
設
さ
れ
ま

す
。「
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
は
一
般
に
開
放
さ
れ
ま
す
が
、
Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｆ
事
務
局
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
階
に
つ
い

て
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等
が
現
在
よ
り

も
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ッ
パ
ー
ゲ
ー
ト
（
駅
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
自
動
改
札
機
と
同
様
の
も

の
）
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
ゲ
ー
ト
を
通
過

す
る
に
は
1
階
の
受
付
で
訪
問
先
に
事
前

に
連
絡
し
て
い
る
か
を
確
認
、
訪
問
理
由

な
ど
を
記
載
し
た
上
、身
分
証
を
提
示
し
、

ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
た
め
の
カ
ー
ド
を
入

手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
事
務
局
に
お
越
し
の
際
は
、

必
ず
事
前
に
連
絡
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。

＊
連
絡
な
く
来
ら
れ
た
場
合
は
入
館
を
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ノーティス ボード

いちょう並木

国道246号

東京メトロ
外苑前

JR 千駄ケ谷

JR 信濃町

新国立競技場

都営大江戸線
国立競技場

明治神宮野球場

神宮第二球場

JAPAN SPORT
OLYMPIC SQUARE



19 J-SAILING VOL.114

　

SailG
P 

は
、
国
を
代
表
す
る
セ
ー
リ

ン
グ
チ
ー
ム
が
同
型
艇
「
Ｆ
50
」（
フ
ォ
イ

リ
ン
グ
カ
タ
マ
ラ
ン
艇
）
を
用
い
て
世
界

を
転
戦
す
る
大
会
で
す
。
開
幕
シ
ー
ズ
ン

の
２
０
１
９
年
は
第
１
戦
の
シ
ド
ニ
ー
大

会
を
皮
切
り
に
、
全
５
大
会
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
最
終
戦
の
マ
ル
セ
イ
ユ
大
会
で

リ
ー
グ
優
勝
チ
ー
ム
に
賞
金
１
０
０
万
米

ド
ル
が
用
意
さ
れ
る
そ
う
で
す
。 

　

水
中
翼
や
硬
質
ウ
イ
ン
グ
セ
ー
ル
な

ど
、
最
先
端
の
技
術
を
搭
載
し
た
フ
ォ

イ
リ
ン
グ
カ
タ
マ
ラ
ン
Ｆ
50
は
、
時
速

１
０
０
キ
ロ
に
も
迫
る
ス
ピ
ー
ド
が
特
徴

で
す
。
50
フ
ィ
ー
ト
艇
が
フ
ォ
イ
リ
ン
グ

し
な
が
ら
シ
ド
ニ
ー
湾
を
飛
ぶ
姿
は
美
し

く
、
ま
た
、
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ス
の
迫
力
、

ス
ピ
ー
ド
、
共
鳴
音
は
刺
激
的
で
し
た
。

セ
ー
ラ
ー
で
な
く
と
も
興
奮
す
る
こ
と
間

先
行
を
許
し
、
残
念
な
が
ら
準
優
勝
に
終

わ
り
ま
し
た
。

　
ス
キ
ッ
パ
ー
の
ネ
イ
サ
ン
・‌

ア
ウ
タ
リ
ッ

ジ
が
言
う
よ
う
に
短
い
準
備
期
間
で
マ
ッ

チ
レ
ー
ス
ま
で
残
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し

く
、
次
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
会
に
期

待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
早
福
和
彦
Ｃ
Ｏ
Ｏ（
最
高
執
行

責
任
者
）
が
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
か

ら
は
参
戦
国
で
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
学
校
や

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
若
手
セ
ー
ラ
ー

を
育
成
し
、
プ
ロ
セ
ー
ラ
ー
へ
の
道
筋
を

与
え
る
よ
う
な
計
画
も
あ
り
ま
す
。
日
本

に
も
近
々
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
、
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

（
写
真
と
レ
ポ
ー
ト
／
中
嶋
一
成
）

違
い
な
し
で
す
。

　
開
幕
シ
ー
ズ
ン
の
今
年
は
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
中
国
、
そ
し
て
日
本
を
代
表
す
る
６

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
い
ま
す
。SailG

P 

は
最
終
的
に
10
チ
ー
ム
、
10
会
場
で
の
開

催
を
目
指
し
て
お
り
、
３
年
目
の
シ
ー
ズ

ン
ま
で
に
日
本
で
の
開
催
を
模
索
中
の
よ

う
で
す
。

　
「Japan SailG

P Team

」は
吉
田
雄
悟
、

笠
谷
勇
希
、
高
橋
レ
オ
選
手
に
３
人
の
外

国
人
セ
ー
ラ
ー
で
チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
大
会
は
２
日
間
で
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ス
と

上
位
２
チ
ー
ム
に
よ
る
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
上
位
２
チ
ー
ム

に
残
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
チ
ー
ム
と

マ
ッ
チ
に
挑
み
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
で

プロフェッショナルセーリングチャンピオンシップ
「SailGP」の開幕戦・シドニー大会 が
２月15日、16日、オーストラリア・シドニー湾で開幕しました。

SailGP
スタート！

F50 は５人乗りで日本人クルーのポジションはグラインダーです。シドニー大会では、その
日の風の状況によって体重差のある吉田選手と高橋選手は乗り替わっていました。また、ネイ
サン・アウタリッジ（スキッパー／オリンピック金・銀メダル）、イアン・ジャンセン（ウイン
グトリマー／オリンピック金・銀メダル）、ルーク・パーキンソン（ボルボオーシャンレース優
勝艇クルー）が乗り込みます

【SailGP シドニー大会最終成績】
1 位 : オーストラリアチーム 48 点
　　　（マッチレース優勝）
2 位 : 日本チーム 45点 
3 位 : イギリスチーム 36 点
4 位 : 中国チーム 33 点 
5 位 : フランスチーム 33 点 
6 位 : アメリカチーム 31 点

【大会スケジュール】（日付は現地時間） 
第 1 戦  豪シドニー大会（開幕戦）２月15 ～ 16日 
第 2 戦  米サンフランシスコ大会　５月４～５日 
第 3 戦  米ニューヨーク大会　６月 21 ～ 22日 
第 4 戦  英カウズ大会　８月10 ～ 11日 
第 5 戦  仏マルセイユ大会（最終戦）　9月20 ～22日 

アメリカズカップと同じ方式で、アビームで全 艇フォイリングしながら一斉にスタートします
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日本と世界の海の最新情報
ヨット・モーターボートの雑誌

http://www.kazi.co.jp/
https://www.facebook.com/kazi1932

●A4判／208～224ページ  ●定価：本体1,048円＋税

●全国書店でお買い求めいただくか、弊社販売部まで、ご注文ください。

お問い合わせ：舵社 販売部
〒105-0013 東京都港区浜松町1-2-17 ストークベル浜松町3F

TEL 03-3434-4531

毎月

発売5日
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JSAF2020選手強化パートナー

環境キャンペーン 協賛社

外洋キャンペーン協賛社

2018年度版YEAR BOOKをお届けいたします。来年はいよいよ
オリンピックイヤーです。ディンギー界はもちろん盛り上がっていま
すが、外洋セーラーもフラッグリレー活動でオリンピックを応援してい
ます。また、セーリング連盟の事務局が６月に移転するなど、大忙し
の2019年度になりそうです。安全なセーリングをお楽しみください。
表紙撮影／平井淳一（写真上・アジア競技大会）、Kazi（写真
下・沖縄～東海ヨットレース）
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